
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    麻酔科部長 横山 俊郎

 

麻酔科医の頭の中 

 

氏名 横山 俊郎 

 

役職 麻酔科部長 

 

専門領域  麻酔科 

TOPICS 高額療養費制度とは？ 

第２９回 公開医療講座のご案内 

診療科目 

内  科 （一般・リウマチ・膠原病・呼吸器・消化器） 

外  科 （一般・消化器・呼吸器外科・肛門 内視鏡外科） 

整形外科 （一般・骨折・各関節痛・ひざ・骨粗鬆症） 

眼  科 （一般・白内障・網膜剥離・緑内障） 

泌尿器科・循環器内科・皮膚科・疼痛外来・乳腺外科 

形成外科・脳神経外科 

予防接種（肺炎球菌・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ・MR・麻疹・風疹・ 

破傷風・おたふく風邪・肝炎）※対象 15歳以上 

ウエルネス外来（要予約）※自由診療 

 

医療法人社団七仁会田園調布中央病院  

〒145-0071東京都大田区田園調布 2-43-1 ＴＥＬ：０３（３７２１）７１２１ 

 

発行：田園調布中央病院 広報委員会 

 

 

受付時間 

【午前】８：００～１２：００ 【午後】８：００～１６：３０ 

診療開始 

【午前】９：００～      【午後】１４：００～ 

◆診療科により受付・診察時間が異なる場合が 

ございます。詳細につきましてはお電話、受付まで 

お問い合わせ下さい。 

面会時間 

１１：００～２０：００ 

（面会時間は他の患者さまにご迷惑のかからない 

ようお守り下さい。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻酔科部長 横山 俊郎 

 

外科手術は病気や怪我を治療するためとはいえ、身体を傷つける傷害行為です。 

この傷害行為から患者さんを守っているのが、私たち「麻酔科医」なのです。 

麻酔には局所麻酔と全身麻酔があります。 

局所麻酔は外科や整形外科、眼科などの先生もしますが、 

全身麻酔だけは「麻酔科医」が行います。 

全身麻酔は手術中の患者さんの苦痛を取り除くために、眠らせ、 

痛みを取り、そして外科医が手術を早く終わらせるために患者さんが 

動かないようにしています。 

患者さんが動いては手術が上手に行えないのです。 

そのために全身麻酔薬・鎮痛薬(麻薬を中心に)・筋弛緩薬などの「劇薬」・「毒薬」を駆使して患

者さんを手術のストレスから守っています。 

しかしどのような薬にも副作用があります。そしてアレルギー反応を起こす可能性もあります。

一度でもこういったことが起これば、患者さんを手術から守るはずの全身麻酔が、逆に患者さん

を傷つけることになってしまうのです。これを少しでも防ぐには早期発見しかありません。患者

さんの意識があれば、薬の副作用はみずから訴えることが出来ます。しかし全身麻酔中の患者さ

んは意識が無く訴える手段がありません。そこで「麻酔科医」が患者さんのそばで常に観察・注

視して患者さんの変化を見逃さないようにしているのです。患者さんの体にお薬入れるときは特

に緊張します。心臓の動き・血圧・呼吸・顔色などいろいろなところを観察します。 

患者さんが麻酔から覚めるときは、さらにどきどきします。 

ちゃんと目が覚めてくれるのかな？目が覚めたときに痛くないかな？ 

痛み止めが利きすぎて、呼吸の状態が悪くならないかな？ 

手や足がちゃんと動くかな？手術中の目が覚めていたらどうしよう？ 

吐き気は無いかな？ 

心配することがたくさんありすぎて忘れてしまいそうです。 

私は「麻酔科医」になって 25 年、この田園調布中央病院に赴任して 12 年になります。その間、

ずっとこんなことを考えながら麻酔をしています。患者さんの変化をいかに早く見極めるか？こ

んな仕事をしていると、普段の生活でも些細なことが気になる性格になってしまうみたいで、家

族からは「粗探し」ばかりしていると苦情がでます。本人には自覚がありませんが。 

早く手術が終わらないかな？ 

お腹が空いたな。今日のお昼は何だ

ろう？早くしろよ！下手くそ！ 

なんていつも考えているわけではあ

りません。 

 

麻酔科医は手術中に 

何を考えているか？ 

ご存知ですか？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

医事課 山口 健真 

◆高額療養費制度は、家計に対する医療費の自己負担が過重なものとならないよう、医療費

の自己負担に一定の歯止めを設ける仕組みのことです。 

また、入院治療・手術など高額な治療費が予想

される方については、加入する医療保険から事

前に「所得区分」の認定証を発行してもらうこ

とにより、医療機関の窓口での支払を負担の上

限額までにとどめることもできます。このため、

一度に用意する費用が少なくて済みます。 

医療機関や薬局の窓口で支払った額（※１）が、暦月（月の初めから終わりまで）で一定額を 

超えた場合にその超えた金額を支給する制度です。 

（※１）入院時の食費負担や差額ベッド代等は含みません。 

ご不明なことがございましたら、加入されている保険証の保険者 

又は当院入院担当窓口までお問い合わせ下さい。 

 

入院される方については加入する医療保険から事前に「所得区分」の認定証を発行してもらう 

ことにより医療機関の窓口での支払いを負担の上限までにとどめることもできます。このため 

一度に用意する費用が少なくて済みます。※高額療養費が医療機関や薬局に直接支払われるた

め加入する医療保険に対して事後に高額療養費の支給申請をする手間が省けます。 

※70 歳以上の方は所得区分の認定証がなくても自動的に窓口での支払いが負担の上限額まで

にとどめられます。（低所得者の区分適用を受けるには認定証が必要です） 

《例》100 万円の医療費で窓口負担（3 割）が 30 万円かかる場合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノロウイルスによる感染性腸炎

や食中毒は 1 年を通して発生し

ていますが、特に冬季に流行し

ます。 

 

ノロウイルスについてはワクチ

ンがなく、また、治療は輸液など

の対症療法に限られます。 

 

予防対策を徹底して感染を防ぎ

ましょう。 

 

お申込み・お問い合わせ 

☎03-3721-7121（代表） 

田園調布中央病院 総務課 中井 

電話受付時間：平日   9:00～16:30 

       土曜日 9:00～12:00 

※当日撮影した写真は、当施設ホームページを通じて 

 掲載いたしますので、あらかじめご了承ください。 

インフルエンザワクチン接種のご案内 

料金は 4,320 円（税込み）です。また、65 歳以上で居住地の

自治体発行の補助付予診票を使用の場合 2,500 円（税込み）と

なります。 

混雑が予想されますので事前予約も行っております。 

インフルエンザは手洗い、うがいが大事です。 

詳細につきましてはお気軽にお問合せください。 

※当院では高校生以上のみ実施となります。 


